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1


















ミー（以下　「アカデミー」）」（120 名  9 クラス 5 レベル）の課程のうち，入門・基礎レ





















































































































































































































5-2. Rozan 7 つの原則
　非常にシンプルな幾つかの原則 / 原理を学ぶことで，このシステムに健全性と精度がも
たらされる」と記されている Rozan 原則は，1）単語 / 言葉 / 言語ではなくアイディアを
書き留めること　2）省略語のルール　3）リンク　4） 否定　5）強調を付加すること　7） 
シフト（字下げ）の 7 項目から成っている。
5-2-a. Rozan 原則 -1























B. 男性名詞，女性名詞や時制（過去に d 未来形に 11）を示す　　
　については，日本語と英語の間ではほとんど考える必要がなく，時制のみ活用できる
C. 文字数の多い単語やイディオムを簡潔な同義語で置き換えること
例）・  “which are worth looking at（一見の価値がある）”を  
“interesting（興味深い）の語頭 2 文字と語尾 2 文字をとって“intg”
と記載するというルールは，視線を表すシンプルなピクトグラムで代用が可能である。




リーと文脈の流れを把握する。but on the other hand, but, nevertheless, however などは，
両側に矢じりのついた　矢印　⇔　←→　で上下を分割して対比をはっきりさせることも
ある。「□」 国（内），「 〼」 海外・国際も効率的である。












点線の下線を使用するというルールについては，△や　{  } で代用する。 
5-2-f. Rozan 原則 -6
　「縦書き」通訳ノートについては，書きすぎ防止と，論理の流れを見出し的に把握しや
すくする効果のために，縦書きが一般的である。
5-2-g. Rozan 原則 -7
　「シフト / 文字下げ」 について，ノート入門レベルの学習者は，縦書きと指示されると
講師の見本では，狭い縦長の枠の中でも，たとえば「主部」（左上），「述部」（その下中央





























































































・熊谷ユリヤ　「通訳教育の諸相」（2013,『札幌大学総合論叢 第 35 号』）
・篠田顕子，新崎隆子 『英語は女を変える―同時通訳者が見たコミュニケーションの不思議』 （1992, はま
の出版）
・セレスコヴィッチ , ダニッツァ 著 / ベルジュロ伊藤宏美 訳『会議通訳者』―国際会議における通訳　　









・Rozan, J-F THE SEVEN PRINCIPLES, Note-taking in Consecutive Interpreting
　http://interpreters.free.fr/consecnotes/rozan7principles.pdf　（2015.01.03 23:32）
